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富
山
連
協
退
職
者
の
会
（
川

添
晃
会
長
）
は
、
昨
年
11
月
に

幹
事
会
（
役
員
会
議
）
を
開
催

し
、
一
部
活
動
の
中
止
と
「
新

春
の
集
い
」
を
２
月
４
日
に
行

う
等
、
次
期
総
会
ま
で
の
活
動

（
予
定
）
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

連
協
幹
事
会
は
、
昨
年
８
月

「
新
春
の
集
い
」
を
２
月
４
日
（
土
）
に
開
催

「
新
春
の
集
い
」
を
２
月
４
日
（
土
）
に
開
催

連
協
主
催
の
後
期
活
動
を
決
定

開
催
の
連
協
総
会
で
確
認
さ
れ

た
「
年
間
活
動
計
画
（
案
）
」

に
つ
い
て
、
実
施
に
向
け
た
具

体
的
内
容
の
検
討
等
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
検
討
の
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
注
視

し
て
、
前
期
の
活
動
を
留
保
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
「
親
睦
旅

行
」
は
、
例
年
前
期
に
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
感
染
状
況
か
ら

本
年
度
は
延
期
と
は
せ
ず
、
中

止
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

後
期
の
活
動
と
し
て
、
感
染
対

策
を
万
全
に
し
た
う
え
で
実
施

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
①
「
新

春
の
集
い
」を
２
月
４
日
（
土
）、

②
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
を
６

月
（
土
曜
日
を
予
定
）
に
開
催

―
を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
費

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

各
会
員
に
案
内
周
知
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
の
参
加
を
要

請
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
拡
大
の
取
り
組

み
、
現
役
組
織
と
の
連
携
等
に

つ
い
て
も
協
議
を
深
め
、
協
力

会
員
の
勧
奨
は
現
役
の
み
な
さ

ん
に
お
願
い
し
、
既
に
退
職
し

て
い
る
方
々
へ
の
呼
び
掛
け
は

支
部
退
職
者
の
会
が
主
体
的
に

行
動
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ

つ
も
、
協
議
内
容
の
支
部
へ
の

反
映
と
連
携
を
は
か
っ
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
支

部
退
職
者
の
会
よ
り
、
情
報
や

参
加
要
請
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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